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［事案 2025-6］既払込保険料返還請求  

・令和 8年 4月 3日 和解成立 

＜事案の概要＞ 

解約を希望していたにもかかわらず、解約手続が行われていなかったことを理由として、解

約申出以後の既払込保険料の返還を求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

3件の損害保険について、令和 5年の保険期間満了時に更新をしないとの意思を表示し、終

了したが、同じ募集人を介して令和 2 年 11月に契約した 4 件の組立型保険についても、合わ

せて解約を希望したため、令和 5年 9月以降の保険料を返してほしい。 

＜保険会社の主張＞ 

募集人に確認した内容や申立人とのメッセージを見ても、申立人は、損害保険の更新をしな

いという話しかしておらず、令和 5年 9月以降も、本契約の保険料の引き落としが続いていた

うえ、令和 6年 4 月に契約内容通知文書が送付されているが、令和 6年 10月まで一切苦情は

なかったことから、申立人の請求に応じることはできない。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

 裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、損害保険解約時のやり取り

の状況や解約に至る経緯等を確認するため、申立人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

 上記手続の結果、申立人の請求は認められないが、以下の理由により、本件は和解により解

決を図るのが相当であると判断し、和解案を当事者双方に提示し、その受諾を勧告したところ、

同意が得られたので、手続を終了した。 

(1)申立人は、令和 5 年 8 月の電話の際に、「更新しない」ではなく、「全部『解約』してくだ

さい」という言葉を使ったと陳述しているが、両者は同じ意味であると考えていたとのこ

とであり、「解約」という言葉があっただけでは、生命保険を含めた全部という意図まで明

示的には示されていないと考えられる。 

(2)ただし、この時点で「解約」という言葉を使うとすれば、生命保険の方を指している可能

性もあり、募集人は生命保険の募集を行っている以上、その可能性には気付くことができ、

募集人が念のため確認していれば、本件のようなトラブルは生じなかったと言える。 

 

 


